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そういう学生もすぐに、そもそも言語は第一義的に音で
あることを思い知ることとなる。中国語を学びに来たの
に授業では、しばらくの間は漢字が出てこないのである。
漢字の読みをラテン文字で表すピンインというものを学
ぶのである。そのピンインのなかでも、まず初めに学ぶ
のが声調である。以前の学生に比べて全体的に習得は速
くなったように思う。しかし、なかには上手く習得でき
ず嶺北方言なまりの中国語になってしまう者もいる。日
本語なまりではなく嶺北方言なまりなのである。
私は生まれも育ちも大阪であるので、関西弁なまりの
中国語に気づかなかったのかも知れない。こちらに赴任
してか らは、すぐに嶺北方言なまりの中国語に気がつい
た。中国語にあるということは、英語や ドイツ語、フラ
ンス語でもありそうだ。他の地域は知 らないが、名古屋
弁の中国語、鹿児島弁の中国語などもあったら面白い。
言語研究者としては、このような言語現象は、研究的
価値のありそ うな貴重な存在であるが、中国語担当者と
しては、一人でもこのような学生を減 らしていかなくて
はならない。複雑な心境である。各方言母語話者用の効
率的な発音教授法の研究を誰かやってくれないかと思う。
大学院生のころ、上海で日本語を教える機会が与えら
れた。上海人に濁音の音を教えるのは北方人に教えるよ
りは随分楽だった。よく上海方言と北京方言は ドイツ語
とオランダ語あるいは ドイツ語とフランス語くらい違う
といわれる。方言差の大きい中国で、各方言区別の日本
語教科書が作 られるほうが、現実味を帯びているような
気がする。
